
物  質  名 2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェノール ＤＢ－26 

別  名 

ジブチルヒドロキシトルエン 
BHT 
2,6-ジ-t-ブチル-p-クレゾール 
ブチル化ヒドロキシトルエン 

CAS 番号 128-37-0 
PRTR 番号 － 
化審法番号 3-540、9-1805 

構 造 式 
 

分子式 C15H24O 分子量 220.35 
沸点 265 ℃ 1) 融点 70℃ 1) 
蒸気圧 0.00177 mmHg (25℃、計算値) 2) 換算係数 1 ppm = 9.01mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 5.03 (計算値) 3) 水溶性 0.4 mg/L (20℃) 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 650 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 1,040 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 890 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.01、0.03、0.1、0.3、0.6％の濃度（0、7.5、23、75、225、450 mg/kg/day 相当）

で 76 週間混餌投与した結果、0.3％以上の群で体重増加の 10％抑制、0.6％群で肝臓重量の有

意な増加を認めた。なお、0.01％以上の群で肝細胞の変性がみられたが、有意差はなかった。

また、0、1.2％の濃度（0、900 mg/kg/day 相当）で 110 週間混餌投与した結果、1.2％群で体

重増加の有意な抑制、肝臓重量の有意な減少、前胃で軽度の過形成を認めた 6) 。この結果か

ら、NOAEL は 0.1％（75 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、25、100、500 mg/kg/day を交尾前 13 週から雄に 14 週間、雌には授乳期間までの

20 週間、F1 には 0、25、100、250 mg/kg/day を 144 週齢まで混餌投与した二世代試験の結果、

500 mg/kg/day 群の F0、100 mg/kg/day 以上の群の F1 で体重増加の有意な抑制を認め、肝臓で

は胆管の増生、嚢胞、細胞肥大が用量に依存してみられた 7) 。この結果から、NOAEL は 25 
mg/kg/day であった。 

・ラットに 0、25、100、500 mg/kg/day を交尾前 3 週から雄に 5 週間、雌には授乳期間までの 8
週間、F1 には 0、25、100、250 mg/kg/day を 22 ヶ月齢まで混餌投与した二世代試験の結果、

500 mg/kg/day 群の妊娠 20 日目の F0 で肝臓相対重量の増加、肝細胞肥大、好酸球増加を認め、

F1 では 100 mg/kg/day 以上の群で体重は一貫して低く、甲状腺の機能亢進、250 mg/kg/day 群

の肝臓で相対重量の増加、肝細胞肥大や好酸性変性、γ-GTP の増加などに有意差を認めた 8) 。

この結果から、NOAEL は 25 mg/kg/day であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットの F0 に 0、25、100、500 mg/kg/day、F1 には 0、25、100、250 mg/kg/day を混餌投与し

た二世代試験の結果、F0 及び F1 の同腹仔数に有意な低下傾向がみられ、100 mg/kg/day 以上の

群で離乳仔の F1 の体重は有意に低かった 7) 。この結果から NOAEL は 25 mg/kg/day であった。

・ラットに 0、100、200、300、400 mg/kg/day を妊娠 7 日目から 17 日目まで強制経口投与した

結果、300 mg/kg/day 以上の群で用量に依存した肝臓相対重量の増加が認めたが、体重増加や



妊娠状態に影響はなく、胎仔に外表系や内臓系の奇形もみられなかった 9) 。この結果から、

NOAEL は 400 mg/kg/day であった。 
・マウスに 0、0.015、0.045、0.135、0.405％の濃度で混餌投与した三世代試験の結果、いずれ

の世代でも仔の数や体重、性比等に影響はなく、神経行動学的検査にも異常はなかった 10) 。

この結果から、NOAEL は 0.405％（610 mg/kg/day 相当）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は眼、皮膚を刺激し、長期又は反復ばく露によって皮膚炎や肝臓に影響を与えること

がある。経口摂取すると腹痛、錯乱、めまい、吐き気、嘔吐、吸入すると咳、咽頭痛、皮膚

や目に付くと発赤を生じる 11) 。 
・2 年間で湿疹患者 1,336 人を対象に、本物質 2％を含むワセリンを塗布して 2 日間置き、2、3、

7 日後に反応を調べたパッチテストでは、全ての患者で陰性の結果であった 12) 。 
・性器にできた単純疱疹ウイルス感染症の治療目的で本物質 4 g を空腹時に服用した 22 才の女

性では、胃痙攣、全身の脱力感、吐き気、嘔吐に続いて疲労感、意識障害、短時間の意識消

失がみられ 13) 、ベニバナ油に溶かした 80 g を空腹時に服用した 24 才の女性では 30～60 分

後に神経症状が現れたが 14) 、両者とも数日内に回復した。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 15) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 16)  2 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 25 mg/kg/day（体重

増加の抑制、甲状腺の機能亢進）を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入ばく露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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